
様式第31号（第63条関係）

　　（宛先）長野市長

住　　所

氏　　名

連絡先（電話）

（法人にあっては、主たる事務所の所在地、名称及び代表者の氏名）

担 当 者 名

普通産業廃棄物の種類 コード コード

燃え殻（水銀なし） 0101 7000

燃え殻（水銀含有） 0102 7100

有機性汚泥 0210 7200

無機性汚泥（石綿・水銀なし） 0221 7300

無機性汚泥（石綿含有） 0222 7410

無機性汚泥（水銀含有） 0223 7440

廃油 0300 7420

廃酸（水銀なし） 0401 7423

廃酸（水銀含有） 0402 7429

廃アルカリ（水銀なし） 0501 7424

廃アルカリ（水銀含有） 0502 7425

廃プラスチック類（石綿なし） 0601 7426

廃プラスチック類（石綿含有） 0602 7427

紙くず 0700 7428

木くず 0800 7422

繊維くず 0900 7430

動・植物性残さ 1000

動物系固形不要物 4000

ゴムくず 1100

金属くず 1200

ガラ・コン・陶磁器（石綿なし） 1301

ガラ・コン・陶磁器（石綿含有） 1302

鉱さい（水銀なし） 1401

鉱さい（水銀含有） 1402

がれき類（石綿なし） 1501

がれき類（石綿含有） 1502

動物のふん尿 1600

動物の死体 1700

ばいじん（水銀なし） 1801

ばいじん（水銀含有） 1802

産業廃棄物を処分するために処理したもの 1900

水銀使用製品産業廃棄物 2500

その他（混合廃棄物等） 2000

352.2 ① 0.0 ②

　　ただし、運搬量が 0.1トン未満の場合は、小数点以下第１位未満も記載してください。

長野市大字○○△△番地

○○株式会社　代表取締役　○○○○

026-○○○-○○○○

○○課　○○○○

備考

　１　「普通産業廃棄物」とは、産業廃棄物のうち特別管理産業廃棄物を除いたものをいいます。

　２　「コード」欄には、市長が別に定めるコードを記載してください。

　３　処分量には、報告者が自ら排出した産業廃棄物の処分量は含めないでください。

　４　処分量は、トンに換算して記載してください。

　５　運搬量は、小数点以下第１位まで記載するものとし、小数点以下第１位未満の端数があるときは、これを四捨五入してください。

普通産業廃棄物処分量  計  特別管理産業廃棄物処分量  計

産業廃棄物処分量　合計（①＋②） 352.2

201.5

【特管】ばいじん（特定有害）

【特管】廃水銀等（特定有害）

【特管】廃石綿等（特定有害）

（第１面）

産業廃棄物処分実績報告書（令和６年度実績）

－　中間処理業　・　最終処分業　－

令和　７年　４月　○日　

令和６年度の産業廃棄物の処分実績について、長野市廃棄物の適正な処理の確保に関する条例第７８条第１項の規定により報告します。

【特管】腐食廃酸

受託した普通産業廃棄
物の処分量（ｔ）

特別管理産業廃棄物の種類
受託した特別管理産業
廃棄物の処分量（ｔ）

【特管】引火性廃油

産業廃棄物処分業の許可番号 952○○○○○○○ 特別管理産業廃棄物処分業の許可番号 -

許可の種類 中間処理業

50.5 【特管】汚泥（特定有害）

【特管】廃酸（特定有害）

【特管】処理するために処分したもの（特定有害）

【特管】廃アルカリ（特定有害）

100.2 【特管】指定下水道汚泥（特定有害）

産業廃棄物の処分を受託した実績の有無 有

【特管】腐食廃アルカリ

【特管】感染性廃棄物

【特管】廃ＰＣＢ等（特定有害）

【特管】燃え殻（特定有害）

【特管】廃油（特定有害）

【特管】鉱さい（特定有害）

○報告書作成手順

１ 黄色に着色されたセルに必要事項を入力してくだ

さい。

※入力すると着色が消えます。

～処分の受託実績が無い場合は、以上で完了です。～

２ 処分実績に基づき、「受託した普通（特別管理）

産業廃棄物の処分量」を入力してください。

※数値は原則小数点第１位までとしてください。

３ 処分実績の詳細を、第２面に入力してください。

○注意事項

・入力にあたり、様式下部に記載された「備考」を

参考にしてください。

・「混合廃棄物」(建設系含む)や「廃電気機器」

(複合製品等)の場合、含まれる廃棄物の種類毎

に分類、按分して報告してください。按分が難し

い場合に限り「その他（混合廃棄物等）」として

報告してください。



氏　名

（法人にあっては、名称）

目的 最終処分目的

Ａ：中間処理
Ｂ：最終処分
Ｃ：中間処理
　　及び最終
　　処分

処分の方法
中間処理の受
託量（ｔ）①

最終処分の受託
量・中間処理後
に自社で最終処
分を行う場合の
処分量（ｔ）②

 廃プラスチック類（石綿なし） 0601 長野市内 Ａ：中間処理 焼却 40.0 40.0

 廃プラスチック類（石綿なし） 0601 長野市内 Ａ：中間処理 破砕 10.0 10.0

 廃プラスチック類（石綿なし） 0601 長野県（市外） Ａ：中間処理 破砕 0.5 0.5

 木くず 0800 長野市内 Ａ：中間処理 破砕 80.2 80.2

 木くず 0800 長野県（市外） Ａ：中間処理 破砕 20.0 20.0

 がれき類（石綿なし） 1501 長野市内 Ａ：中間処理 破砕 200.0 200.0

 がれき類（石綿なし） 1501 長野県（市外） Ａ：中間処理 破砕 1.5 1.5

　　合は「長野県内（市外）」と、長野市内で受託した場合は「長野市内」と記載してください。

○○株式会社

　１　中間処理の受託量及び最終処分の受託量・中間処理後に自社で最終処分を行う場合の処分量は、全てトンに換算して記載してくだ

　　さい。

　２　中間処理の受託量及び最終処分の受託量・中間処理後に自社で最終処分を行う場合の処分量は、小数点以下第１位まで記載するも

　　のとし、小数点以下第１位未満の端数があるときは、これを四捨五入してください。ただし、処分量が 0.1トン未満の場合は、小数

　　点以下第１位未満も記載してください。

　３　「受託元地域」欄には、受託元の各都道府県名を記載してください。ただし、長野県内の市町村（長野市を除く。）で受託した場

産業廃棄物の種類 コード 受託元地域

中間処理目的

処分量合計
（①＋②）

備考

（第２面）

処分を受託した産業廃棄物の処分の状況

区分 地域別受託状況 受託した産業廃棄物の処分状況

【処理実績がある場合のみ入力が必要】

○報告書作成手順

１ 黄色に着色されたセルに必要事項を入力してください。

２ 処分を受託した産業廃棄物の処分の状況について入力

してください。

（１）「区分」においては、実績のある廃棄物の種類を、

コードを用いて選択してください。

※コードを入力することで、廃棄物の種類は自動で入力

されます。

（２）産業廃棄物の受託量について、「地域別受託状況」

及び「受託した産業廃棄物の処分状況」別に、受託量

の詳細を報告してください。

※受託量入力セル以外の項目は、プルダウンリストの中

から選択してください。(直接入力も可能です。)

○注意事項

・入力にあたり、様式下部の「備考」を参考にしてくだ

さい。

・第１面で入力した廃棄物の処分量と第２面で入力した

廃棄物ごとの処分量の合計が等しくなることを確認し

てください。

※端数処理による誤差は問題ありません。

・本シートに収まらない場合には、別シート「様式第30

号（第２面）（１ページで収まらない場合）」を使用

してください。

廃プラスチック類合計：

４０．０＋１０．０＋０．５＝５０．５ｔ

＝第１面廃プラスチック類の処分量


